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1. 論文の内容の要旨 
 
本研究では，IT(情報技術)を起点としてビジネスモデルを開発する IT 駆動型ビジネ
スモデル開発方法論を提案している．開発方法論を構成する技術を，(1)ビジネスアー
キテクチャの俯瞰的な視覚化および分析の方法，(2) システムアーキテクチャの俯瞰的
な視覚化および分析の方法，(3) IT と情報システムを活用し新しい価値を創出し，ビジ
ネスゴールを達成するビジネスアーキテクチャとシステムアーキテクチャの設計方法，
(4) ビジネスアーキテクチャとシステムアーキテクチャのアライメント(整合)方法，に
分類し研究を進めている．提案開発方法論を実際の M2M(Machine-to-Machine)ビジネス，
モバイル音楽配信ビジネスの開発に適用し，その有効性を評価している． 
本論文は，第 1 章で研究の背景を述べ，第 2 章で研究課題を定義している．第 3 章
で先行研究の調査を行い．調査結果に基づき，第 4 章で研究課題に取り組むアプロー
チを示している．第 5 章で提案する開発方法論の枠組みを述べ，それに基づき，研究
成果を第 6 章から第 9 章に記述している．第 10 章と第 11 章で，それぞれ，M2M ビジ
ネスモデルとモバイル音楽配信ビジネスモデルの開発へ適用事例を述べ，第 12 章でそ
の評価と考察を行っている．第 13 章で今後の課題を述べ，第 14 章で研究を総括して
いる． 
第 6 章では，先行研究でビジネスモデルの視覚的表現方法として提案されている
BMC (Business Model Canvas)においてビジネスモデルの関心事として表現すべき内容
とそれを実現する情報システムの関心事として表現する内容を分離することにより，
ビジネスモデルの関心事の構造をより明確に表現できる視覚的表現方法
XBMC(eXtensible BMC)を提案し，それに基づく，ビジネスモデルの設計方法を提案し
ている．XBMC で表現されたビジネスモデルを実現する情報システムの関心事の構造
を視覚的に表現する新たな表現方法として SMC(Stem Model Canvas)を提案し，それを
用いて情報システムを設計する方法を提案している． 
第 7 章では，第 6 章で提案した XBMC と SMC を用いてビジネスモデルを開発する
プロセスを初期ビジネスモデル設計と詳細ビジネスモデル設計の 2 層構造として提案
している．初期構造ビジネスモデル設計では，ビジネスモデルの開発が創発的である
性質を踏まえ，仮説設定とその検証を繰り返すことによるビジネスモデル開発法を提
案している． 
第 8 章では，詳細ビジネスモデル設計として，要求工学の研究成果であるゴールモ
デルを用いてビジネスモデル仮説を段階的に詳細化し，ビジネスゴールを達成するビ
ジネスアーキテクチャ，システムアーキテクチャを導出する方法を提案している． 
第 9 章では，XBMC で表現されたビジネスモデルが適切にシステムモデルとして実
現されていることの整合性をアライメントとして定義し，アライメントを満たすよう
に XBMC から SMC へ変換する方法を提案している． 
第 10 章，第 11 章では，それぞれ，実際の M2M ビジネスモデルとモバイル音楽配信
 ビジネスモデルの開発へ提案した開発方法論を適用した過程を詳細に記述し，あわせ
て，得られたビジネスモデルがビジネスとしての価値を基準として価値増大にどのよ
うに寄与するか評価した結果を示している． 
第 12 章では，評価結果に基づき提案開発方法論が，第 2 章で定義した研究課題をそ
のように解決できたか議論している．あわせて，先行研究に対する本研究成果の学術
的貢献を考察している． 
第 14 章で，まとめとして，提案開発方法論はビジネスモデル開発における有効な新
しい方法論であると結論づけられている． 
 
2. 論文審査の結果の要旨 
 
本論文は，ビジネスモデル開発という新たな研究分野において，IT 駆動型という独
自の視点に基づき，ソフトウェア工学，とくに，要求工学の技術を発展させる技術体
系を提案している点で，ソフトウェア工学，ならびに，ビジネスモデル開発の両分野
の研究に新たな技術貢献をしている． 
とくに，ビジネスモデル開発は不確定要素が多く創発的であることに加え，その開
発プロセスをつぶさに検討し，初期ビジネスモデル設計と詳細ビジネスモデル設計の 2
段階に分離している点に独自性が認められる．初期ビジネスモデル開発プロセスとし
て，不確定要素を前提とした繰り返し型のフィードバックプロセスを提案している点
で，ソフトウェア工学におけるアジャイル開発などの新しい開発の枠組みをビジネス
モデル開発へ拡張したことも大きな研究成果である． 
M2M, モバイル音楽配信という，実際に重要なビジネスモデル開発へ適用し，ビジ
ネス価値に基づく新たなビジネスモデルの評価基準を提案し，それに基づく評価によ
り得られたビジネスモデル開発における新たな知見を提供している．このことから，
本研究で提案している内容の実用性が確認できる． 
以上の点から本研究はビジネスモデル開発という新たな研究分野における独創的か
つ有用な研究であることが確認できた．さらに，ソフトウェア工学の発展と応用の拡
張に寄与するものであると確認した．よって，井出昌浩君提出の博士論文は，博士(数
理情報学)の学位にふさわしいものと判断した． 
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